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令和８年度 助成金申請団体を募集中 

 
 

財団イベントスケジュール 

開 催 日 イベント名 料 金 時 間 

3/23㊊～26㊍ 
第 14 回秋吉台音楽コンクール  

サクソフォーン部門 
無料 9:00～ ※詳細はHP

でご確認く

ださい 4/23㊍～25㊏ 第 15 回秋吉台音楽コンクール 室内楽部門 無料 10:00～ 

4/26㊐ 秋吉台の響きコンサート2026 調整中 15:00～ 

6/14㊐ 秋吉台映画村 Vol.18「白鍵と黒鍵の間に」 一般 500 円 13:40～ 

開 催 日 イベント名 主 催 者 会 場 

3/15㊐ きららでキラリ！県民つながるカンファレンス  パルトピア山口 

3/15㊐ 県民活動フェスタ周南  

3/21㊏ 県民活動フェスタ長門 

 

 当財団では、県民活動団体等の活動を支援するため、４つの助成金の申請を受け付けています。 

 募集案内や申請様式は、ホームページからダウンロードできます。 

地域での県民活動の一層の活発化に向けて、課題解決や自立を図る団体の活動を支援 

区 分 自立支援「ゆめ」プログラム 課題解決支援「はな」プログラム 

目 的 団体の立ち上げ・自立 地域や社会の公益的な課題の解決 

対象団体 設立から３年以内 過去５年間で当助成が２回以内 

助 成 額 ２０万円以内/件 ５０万円以内/件 

助 成 率 対象経費の２/３ 

若者が中心となって取り組む県民活動を支援 

対象団体 若者（１８歳～３０歳）が過半数を占め、中心となって活動を行っている団体 

助 成 額 ２０万円以内/件 

助 成 率 対象経費の１０/１０ 

 

活動団体が企業や他団体等と協働して取り組む企画を支援 

対象企画 団体が他団体や企業等と分野を越えてネットワークを形成し、新たに協働して取り組む企画 

助 成 額 ２０万円以内/件 

助 成 率 対象経費の１０/１０ 

 

男女共同参画推進のための人材育成や普及啓発の取組を支援 

対象事業 

《人材育成等事業》 《普及啓発事業》 

男女共同参画を推進するためのリーダー等の

人材育成、団体の発展強化を図る取組 

（セミナーやワークショップ、専門研修への

派遣、先進団体等との交流・勉強会等） 

「ジェンダー平等」や「ダイバーシティ」、「女性

の活躍」、「LGBT等」などの普及啓発を図る取組 

（講演やパネルディスカッション、調査研究、啓

発キャンペーン等） 

助 成 額 ５０万円以内/件 

助 成 率 対象経費の４/５ 
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  秋吉台国際芸術村では、1/25 に「秋吉台芸術祭」として組曲「山頭火」の 

コンサートを実施し、多くの皆さまに御鑑賞をいただきました。 

  同芸術祭は、県民参加型事業として、県内活動団体やアーティストを起用 

して実施しています。まず、同組曲自体が、山口県出身の俳人「種田山頭火」 

をモチーフとしたもので、山口県文化功労者の「田中照通」氏による作品で 

す。本県出身・在住の若手演奏家や俳優、県内合唱団、秋吉台音楽コンクー 

ル県知事賞受賞者などに集まっていただき、何度もリハーサルを重ねまし 

た。さらに、山口市の美術家「保手濱拓」氏に「山頭火の心」に迫る絵画作 

品を多数制作してもらい、視覚的な効果も加えています。 

                           当日は、芸術村音楽ホールの形状を生かした舞台を作り、演奏、合唱、朗

読、絵画の投影による複合的な演出により、７つの句に表現される「苦悩と寂しさ、そして、その先に見え

る自由」という山頭火の心象風景を表現することを目指しました。楽曲の改編から始まり、一から作り上げ

る企画であり、今回が初のお披露目となりましたが、来場者のアンケートでは高い評価をいただくことがで

きました。 

 なお、第 1 部では、落語家「桂竹千代」氏による山頭火を題材とした創作落語「自由サラリーマン」の公

演を行うとともに、同舞台上にて「保手濱拓」氏に描いていただいた作品の中から一部抜粋した原画展示会

を 2/8 まで開催し、多くの方に御鑑賞いただきました。 
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 私たちＮＰＯ法人ＮＯ ＢＯＲＤＥＲは、「誰もが

役割を持ち、否定されない社会をつくる」ことを理

念に活動しています。 

 子育て家庭への食支援や規格外野菜の活用から始

まった「想いＥａｔ事業」は、“支援する・される”

を越え、人と人がつながる場を育てています。 

 「想いＡｒｔ事業」では、“障がい者なのにすごい”

ではなく、才能と才能が出会うことで生まれる新し

い芸術と仕事の可能性 

を追求しています。 

 また、手話ダンスや 

障がい者ダンスを通じ 

て、知ること・伝える 

ことを大切にする表現 

活動を展開していま 

す。さらに、ゲーム 

を活用して社会参加 

や自立を目指す就労 

継続支援Ｂ型事業「想 

いＭｏｖｅｍｅｎｔ」 

では、一人ひとりの特性を強みに変える仕組みづ

くりに取り組んでいます。 

 そして新たに、学び事業「想いＧｒｏｗ」を始動

しました。地域部活動とも連動しながら、子どもた

ちが挑戦できる環境を広げています。 

 食・芸術・表現・就労・学びをつなぎながら“で

きる”を増やし、支援ではなく、共に生きる仕組み

をつくり続けます。 

 

セミナー・イベント レポート 

みんなで家事を考え、シェアする「とも家事」を

テーマにした男女共同参画推進イベントを岩国市

(11/22)で開催しました。 

 時短家事コーディネーター認定講師の柴田さちこ

さんの講演では、家庭内でのコミュニケーションの

とり方や家事の分担方法、家事を効率よくこなすた

めのグッズや食材の紹介などもあり、参加者に参考

となる内容でした。 

 講演後は、柴田さんと岩国市内で活躍する 3 人の

パネラーによるトークセッションを行い、「感謝を

伝える」、「ある程度、諦めることも必要」などの発

言があり、それぞれの家 

庭の事情に対して、どの 

ように考え立ち向かって 

いるのか、「とも家事」 

について考えることがで 

きました。  

活動分野を越えて団体等が交流・情報交換する交

流会を船﨑美智子さんをファシリテーターとして、

周南市（11/15）、萩市（1/17）、下関市（1/24）で

開催しました。 

 まず、各地域でお手本となる活動をしている2団

体に、設立のきっかけや活動内容等について事例発表

をしていただきました。その後、発表を聞いて感じた

こと等を話し合い、資金面の不安、仲間集め、地域と

の関わり方、後継者や人材育成など、自分たちが直面

する話題にも及び、大変盛り上がっていました。 

 3 会場とも、活動に対する熱い思いや目標等を持

っている方が多く、交流や 

情報交換が積極的に行われ、 

今後の団体同士の連携や協 

働に期待ができる交流会と 

なりました。 

 

秋吉台芸術祭 組曲「山頭火」 


